
令和７年度

パピーナ南荻窪保育園　 すくわくプログラム
テーマ： かたち

活動 絵合わせ 活動スケジュール　
３歳児クラス
日にち

環境をデザインする 時　間 30 分
●準備した物 参加人数 9 人
水中の動物、乗り物、鳥のカード

探究活動を実践する
●活動内容
３枚のカードを１枚の絵になるように並べる
どんな絵が完成するかを想像する
●子どもたちの様子

●振り返りをふまえた気づき
担任より

講師より

３枚の絵合わせをする際に「反対にする・めくる」など、どうすればいいか多様な表現を使って話しており
空間や位置に関する言葉の育ちが見られた。試行錯誤しながらも最後まで絵を合わせようとする様子が見ら
れた。友達と一緒に名前を思い出し、確認する姿は、関わりの中での気づきが窺えた。

令和7年12月12日

カード一枚を見て、何の絵か想像したり、わずかな色の違いから、想像したことを話したり、合わせた絵を
見て、「コンクリートミキサー」など名称を伝える姿があった。名前が思い出せず、隣の友達と一緒に名前
を考えて思い出した際、二人で頷いていた。３分割は「難しい」との声があがったが、実際始めると集中し
て考えていた。カードを合わせるのに、反対にする、めくる、タテ、ヨコなど色々な言葉を使って説明して
いた。

ステップでは2枚と３枚のカードをそれぞれ合わせて１つの絵柄を作る活動を行い、できた絵柄の名前を嬉しそう
に口に出す子がいた.

どんな絵が完成するか考えながら、一枚の絵になるように３分
割の絵合わせに挑戦する



令和７年度

パピーナ南荻窪保育園　 すくわくプログラム
テーマ： かたち

活動 仲間分け、形の分類 活動スケジュール　
４歳児クラス
日にち

環境をデザインする 時　間 30 分
●準備した物 参加人数 10 人
カード、台紙

探究活動を実践する
●活動内容
色、形で分けてみる
並べて比べる
●子どもたちの様子

●振り返りをふまえた気づき
担任より

講師より

以前使用した時との違いに気付いたり、一度目の仲間分けを記憶して話す、カードの広げる場所を自分で管
理するなどの姿が見られた。カードの数が増えても色や形を基準に仲間で分け、整えて並べる中で、分類し
た結果を視覚的に捉え、「きれい」「うれしい」など達成感や誇らしさを感じていた。

令和7年12月12日
仲間分けの発展として、より多くのカードを使い、色、形で仲
間分けをする

カードを観察した後、長四角や緑色のカードが前はなかったと気が付く様子が見られた。色や形で分け、表
のように並べたり４つのカードで四角のかたまりを作り分ける姿があった。以前のことを思い出し、空白の
部分がお化けの部屋だからカードは置けないと話していた。出来上がった表を見て、「きれい」「楽しい」
「うれしい」といった感想が聞かれた。最初に手を広げて自分の作業場所を確認したが、それに忠実に何度
も確認しながら表を作る姿が見られた。

仲間分けを行った。講師の話しを理解して取り組める児と個別に声掛けが必要な児といた。色分けは分かりやすい
様子だったが、形分けでは、正方形と長方形の区別がつかない様子が見られた。



令和７年度

パピーナ南荻窪保育園　 すくわくプログラム
テーマ： かず

活動 1あたりの量の理解 活動スケジュール　
５歳児クラス
日にち

環境をデザインする 時　間 45 分
●準備した物 参加人数 10 人
タイル

探究活動を実践する
●活動内容
乗り物の1あたりの量の考え方を理解する
●子どもたちの様子

●振り返りをふまえた気づき
担任より

講師より
1あたりの量」を確認し、「いくつ分あるか」を実物や具体物を手掛かりにしながら確かめようとする姿勢
が感じられた。数が増えていく中でも、一台分ずつの数のタイルを何度も並べる姿があった。今後も身近な
物で「1あたりいくつあるか」「〇個ぶん」を考える活動を取り入れ、数への興味と理解を深めていきた

い。

令和7年12月12日

手は何本あるかな？二人になったら、手は何本になるかな？手目のほか、鼻、耳で数を確認すると、それぞ
れ考えながら答えていた。一輪車には、タイヤは何個あるか尋ねると、少し考えてから「１個」と声があ
がった。一輪車が２台になったら、タイヤは何個になるか、タイルを使いながら考える姿があった。自動車
のタイヤは隣の駐車場の車を観察したり、ミニカーを見て考える姿があった。

話を聞き、しっかりとタイルを使って数を数えていた。児によっては、話を予想し、先に行動する児もいたが、行
動が間違っているのに気づくと、すぐに話を聞き直し、直していた。前回に引き続き、机の向きを、子どもたちが
話を聞きやすいよう配置したため、子どもたちも集中して聞くことが出来ていた。また、話に集中できない児は保
育者が近くにいることで、集中力が切れそうになる前に声掛けができたので、よかった。

「１あたりの量」と「いくつ分」の考え方を理解する
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